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森も
り

信の
ぶ

雄お

奨励会受験の夏

毎
年
夏
は
将
棋
の
プ
ロ
を
目
指
す
奨

励
会
受
験
の
季
節
で
も
あ
る
。
年
に
１

回
し
か
な
い
の
で
、
入
会
で
き
な
い
と

ま
た
１
年
待
た
な
い
と
い
け
な
い
。
棋

力
が
伸
び
盛
り
の
時
期
で
１
年
は
大
き

い
。
師
匠
と
し
て
は
ヤ
キ
モ
キ
す
る
の

だ
が
、
私
の
弟
子
に
限
ら
ず
全
国
の
プ

ロ
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は

初
め
て
の
試
練
の
場
に
な
る
。

昔
は
弟
子
の
受
験
者
が
多
か
っ
た
の

で
、
夏
に
な
る
と
わ
が
家
は
日
々
合
宿

の
よ
う
だ
っ
た
。
夕
食
も
一
緒
で
妻
も

世
話
が
大
変
だ
っ
た
。
風
呂
も
順
番
に

入
る
の
だ
が
、
師
匠
が
待
た
さ
れ
る
よ

う
な
長
湯
の
弟
子
も
い
て
叱
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
一
緒
に
寝
泊
ま

り
す
る
と
普
段
の
暮
ら
し

ぶ
り
や
、
素
顔
の
人
間
性

が
見
え
隠
れ
す
る
。
修
業

以
前
の
問
題
や
な
あ
と
頭

を
抱
え
る
こ
と
も
あ
っ

た
。将

棋
界
で
プ
ロ
棋
士
と

呼
ば
れ
る
四
段
に
な
る
に

は
、
奨
励
会
で
上
位
の
成

績
を
収
め
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
厳
し
く
狭
き
門
な
の

で
、
せ
め
て
入
り
口
は
広

い
方
が
い
い
の
に
な
あ
と

私
自
身
は
願
っ
て
い
る
。
エ
リ
ー
ト
集

団
だ
け
で
な
く
、
泥
ん
こ
に
ま
み
れ
た

よ
う
な
世
界
が
私
は
好
き
で
あ
る
。

ど
の
ジ
ャ
ン
ル
で
も
似
て
い
る
と
思

う
が
、
試
験
は
ぶ
っ
つ
け
本
場
な
の
で

強
い
も
の
が
勝
つ
と
は
限
ら
な
い
。
今

ま
で
に
も
私
の
弟
子
で
実
力
が
あ
っ
て

も
、
何
度
も
奨
励
会
試
験
に
落
ち
て
い

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
受
か
る
か
受
か
ら

な
い
か
は
人
生
を
左
右
す
る
面
も
あ
る

だ
ろ
う
。
た
だ
私
の
体
験
で
言
う
と
ど

ち
ら
の
結
果
が
出
て
、
ど
う
い
う
選
択

が
い
い
の
か
は
一
概
に
言
え
な
い
の
が

実
感
だ
…
。
以
前
は
師
匠
の
私
も
身
が

入
っ
て
（
入
り
過
ぎ
て
？
）
日
々
頭
を

悩
ま
し
て
い
た
が
、
長
年
の
体
験
の
せ

い
も
あ
り
、
最
近
は
割
と
淡
々
と
見
守

っ
て
い
る
感
じ
だ
ろ
う
か
。
結
局
は
普

段
の
精
進
が
大
切
で
、
底
力
の
実
力
勝

負
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
だ
。

弟
子
の
故
村
山
聖
九
段
の
よ
う
に
、

人
生
と
将
棋
で
魂
が
共
鳴
し
て
い
る
よ

う
な
タ
イ
プ
が
い
な
い
せ
い
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
こ
そ
こ
に
将
棋
が
強
く
て
プ

ロ
棋
士
を
目
指
す
の
も
あ
れ
ば
、
途
中

か
ら
他
の
道
で
生
き
て
い
く
の
も
あ
る

…
自
分
の
生
き
方
は
自
分
で
決
め
れ
ば

い
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
背
負
う

も
の
を
少
な
く
し
て
い
る
の
が
、
自
分

で
身
に
付
い
た
師
匠
と
し
て
の
年
の
功

だ
ろ
う
か
。

私
は
弟
子
に
対
し
て
甘
く
も
き
つ
く

も
な
い
気
が
す
る
。
プ
ロ
意
識
と
自
覚

が
自
分
で
芽
生
え
て
進
ん
で
い
く
よ
り

な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
師
匠
に
よ
っ
て
弟

子
へ
の
方
針
は
異
な
る
と
思
う
が
、
私

の
場
合
は
、
私
に
勝
て
る
か
ど
う
か
が

奨
励
会
受
験
の
目
安
と
思
っ
て
い
る
。

弟
子
に
勝
っ
て
も
う
れ
し
く
は
な
い
、

早
く
抜
き
去
っ
て
ほ
し
い
の
が
本
音
で

あ
る
。

強
い
か
ら
勝
つ
の
か
、
勝
つ
か
ら
強

い
の
か
、
勝
負
の
世
界
で
は
矛
盾
し
た

そ
の
両
方
と
も
正
し
い
考
え
の
よ
う
に

思
え
る
。
ま
た
、
勝
負
は
長
い
目
で
見

る
目
線
と
、
短
期
の
勝
敗
の
決
着
を
重

視
す
る
、
そ
の
両
面
が
存
在
す
る
も
の

だ
。
勝
負
の
世
界
は
常
に
流
動
的
で
波

が
あ
り
、
停
止
し
た
考
え
は
さ
ほ
ど
意

味
が
な
い
。

私
自
身
を
振
り
か
え
っ
て
も
、
心
の

余
裕
は
な
く
て
、
日
々
あ
く
せ
く
考
え

て
過
ご
し
て
い
る
の
が
現
実
だ
ろ
う
な

あ
…
無
心
、
明
鏡
止
水
な
ど
の
心
境
に

は
ほ
ど
遠
い
な
あ
と
思
う
。

棋
士
像
も
変
遷
し
て
い
る
よ
う
で
、

付
い
て
い
け
な
い
面
と
、
変
わ
り
な
く

引
き
継
い
で
い
る
面
が
あ
る
。
そ
う
い

う
中
で
も
、
プ
ロ
を
目
指
す
と
き
の
純

な
精
神
を
忘
れ
ず
に
い
て
ほ
し
い
な
あ

と
願
う
。

（
将
棋
棋
士
七
段
）
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■
ま
な
ほ
の
寂
庵
日
記

■
「
四
谷
怪
談
」
関
西
で

年
ぶ
り
上
演
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◆
あ
れ
も
こ
れ
も
で
７
兆
円
超
。

災
害
対
策
と
い
う
ば
ら
ま
き
に
な

ら
ぬ
よ
う
。
国
交
省
概
算
要
求
。

◆
一
人
一
人
に
夢
も
希
望
も
あ
っ

た
の
に
。
惨
劇
の
犠
牲
者

人
公

表
。
京
ア
ニ
の
誇
り
、
永
遠
に
。

◆
誰
も
言
わ
な
く
な
っ
た
「
１
０

０
年
安
心
」
。
年
金
財
政
に
黄
信

号

人
生
１
０
０
年
時
代
の
不
安

◆
「
京
芸
」
は
京
都
市
立
芸
大
の

通
称
。
京
都
造
形
芸
大
の
名
が
京

都
芸
術
大
に
な
れ
ば
…
う
ー
ん
。

日午前６時

－ ㌢

数字は降水確率 ％ 最高・最低気温

こんや あす

時 ０ ６ ０
最高 最低

京都
北部

60 60 70 50 40

29 24
309 221

京都
南部

60 50 60 50 50

31 26
325 234

滋賀
北部

60 30 30 50 50

29 24
308 229

滋賀
南部

50 20 20 50 50

30 24
314 223

内は平年気温

京都 233235

鶴 233222

大津 222224

彦根 225230

｛
｝

〈
〉
午前９時まで。
大津はアメダス

28日夜から29

日にかけて近畿

地方は前線の影

響を受け、断続

的に雨が降る見

込み。大気の状

態が不安定で、

雷雨となる可能

性も。

大阪 50 31 25

神戸 60 31 26

奈良 50 31 25

福井 90 28 23

札幌 60 23 17

東京 20 32 25

名古屋 30 32 25

福岡 90 27 23

避
難
指
示

万
人

２
人
心
肺
停
止

年
ぶ
り

災
害
対
策
に
集
中
来年度予算
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国
土
交
通
省
は

日
、
２
０

２
０
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を

発
表
し
た
。
豪
雨
や
地
震
な
ど

の
被
害
が
頻
発
す
る
中
、
自
然

災
害
対
策
を
集
中
的
に
進
め
る

た
め
総
額
は

年
度
当
初
比

％
増
の
７
兆
１
０
１
億
円
と
し

た
。
う
ち
公
共
事
業
関
係
費
は

％
増
の
６
兆
２
６
９
９
億

円
。

年
以
来

年
ぶ
り
に
総

額
が
７
兆
円
を
超
え
た
。

西
日
本
豪
雨
や
北
海
道
地
震

な
ど

年
に
相
次
い
だ
大
規
模

災
害
を
受
け
、
政
府
は
陸
海
空

の
交
通
網
や
防
災
関
連
施
設
、

病
院
や
電
力
な
ど
国
民
生
活
に

関
わ
る
施
設
の
緊
急
点
検
を
実

施
。

年
度
ま
で
の
３
年
間
に

７
兆
円
を
投
じ
、
１
６
０
項
目

の
対
策
を
進
め
る
計
画
を
定
め

た
。

年
度
当
初
予
算
で
は
、

こ
れ
ら
に
充
て
る

臨
時
・
特
別

の
措
置
」
と
し
て
９
３
９
３
億

円
を
計
上
。

年
度
も
今
回
の

要
求
と
は
別
枠
で
確
保
し
、
年

末
の
予
算
編
成
ま
で
に
財
務
省

と
規
模
や
使
途
を
調
整
す
る
。

分
野
別
で
は
、
水
害
対
策
は

％
増
の
５
６
２
３
億
円
。
堤

防
の
強
化
や
河
川
改
修
と
い
っ

た
洪
水
対
策
を
推
進
し
、
住
民

の
早
期
避
難
に
役
立
つ
情
報
の

提
供
も
充
実
さ
せ
る
。
西
日
本

豪
雨
や
九
州
北
部
の
豪
雨
の
被

災
地
で
は
再
発
防
止
に
力
を
入

れ
る
。
豪
雨
や
火
山
噴
火
に
伴

う
土
砂
災
害
対
策
に

％
増
の

１
１
６
７
億
円
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
や
首
都
直
下
地
震
の

対
策
に

％
増
の
１
９
９
９
億

円
を
盛
り
込
ん
だ
。

地
方
自
治
体
向
け
の
支
出
も

拡
充
し
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対

策
な
ど
を
支
援
す
る
防
災
・
安

全
交
付
金
は

％
増
の
１
兆
２

６
１
１
億
円
、
通
常
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
充
て
る
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
は

％
増
の
１

兆

億
円
を
求
め
る
。

タ
ピ
オ
カ
に
列
島
夢
中

籠
池
氏
、
議
員
と

年
か
ら
交
際

ラ
ピ
ー
ト
亀
裂
ほ
ぼ
同
じ
部
分

西
陣
織
の
職
人

絵
本
原
画
再
現
へ

来夏 六道珍皇寺に奉納

針山・火車…精緻織物に
つ
づ
れ
織
り
の
下
絵

地
獄
の
様
子
や
主
人

公
が
描
か
れ
て
い
る

織
物
の
柄
は
左
右
が

反
転
す
る

つづれ織りで 地獄 描く
六
道
珍
皇
寺
（
京
都
市
東
山

区
）
の
冥
府
通
い
の
伝
説
が
あ

る
井
戸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
絵

本
「
地
獄
め
ぐ
り
の
橋
」
の
原

画
を
、
西
陣
織
の
伝
統
工
芸
士

が
つ
づ
れ
織
り
で
再
現
し
よ
う

と
挑
ん
で
い
る
。
２
０
０
色
以

上
の
絹
糸
で
、
恐
ろ
し
い
地
獄

の
様
子
や
冒
険
す
る
少
年
の
姿

を
織
り
上
げ
る
。
来
夏
ま
で
に

１
年
が
か
り
で
完
成
さ
せ
、
同

寺
に
奉
納
す
る
。

京
都
市
北
区
の
平
野
喜
久
夫

さ
ん
（

）
は
、
日
本
美
術

織
物
の
最
高
峰
と
わ
れ
る
「
爪

つ
め

掻
が
き

本
ほ
ん

綴
つ
づ
れ

織
」
の
名
人
と
し
て

知
ら
れ
る
。

絵
本
は
東
京
の
絵
本
作
家
青

山
邦
彦
さ
ん
（

）
の
新
刊
。

小
学
生
の
「
ぼ
く
」
が
地
獄
と

つ
な
が
る
伝
説
の
井
戸
を
下
り

て
い
き
、
閻
魔

え

ん

ま

大
王
に
仕
え
た

と
い
わ
れ
る
平
安
時
代
の
歌
人

小
野
篁

お
の
の
た
か
む
ら

に
助
け
ら
れ
、
成
長
す

る
ス
ト
ー
リ
ー
。
平
野
さ
ん
は

「
人
間
の
魂
の
大
事
な
と
こ
ろ

が
描
か
れ
て
い
る
」と
共
鳴
し
、

織
物
に
す
る
こ
と
に
決
め
た
。

織
物
の
サ
イ
ズ
は
縦
１
・
４

㍍
、
横
１
㍍
。
青
山
さ
ん
の
詳

細
に
描
か
れ
た
水
彩
原
画
を
拡

大
し
、
針
山
地
獄
や
血
の
池
地

獄
、
火
車
の
よ
う
な
乗
り
物
で

空
を
飛
ぶ
主
人
公
と
小
野
篁
、

目
を
見
開
く
閻
魔
大
王
な
ど
を

爪
掻
本
綴
織
で
織
り
上
げ
る
。

１
日
で
握
り
拳
ほ
ど
の
大
き
さ

し
か
完
成
し
な
い
精
緻
な
作
業

に
、
技
術
の
継
承
を
兼
ね
、
若

手
職
人
と
共
同
で
取
り
組
む
。

先
月

日
に
、
上
京
区
に
あ

る
平
野
さ
ん
の
工
房
を
訪
ね
た

青
山
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ
ろ

に
地
獄
の
絵
に
震
え
上
が
っ
た

の
を
思
い
出
し
て
描
い
た
。
織

物
に
な
る
な
ん
て
び
っ
く
り
。

光
栄
で
す
」
と
話
し
た
。

作
品
は
来
夏
の
「
六
道
ま
い

り
」
を
前
に
奉
納
し
、
同
寺
に

飾
ら
れ
る
予
定
。
平
野
さ
ん
は

「
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
す
る
。

作
者
の
思
い
を
表
現
し
、
多
く

の
方
に
見
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

（
今
口
規
子
）

絵本原画のコピーを広げ

て話す平野さん 右 と青

山さん 京都市上京区
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大
雨
の
影
響
で
浸
水
し
た
佐
賀
県

武
雄
市
の
市
街
地
‖

日
午
前

時

分

ヘ
リ
か
ら
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佐
賀
・
福
岡
・
長
崎

特
別
警
報

前
線
に
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
、
線
状
降
水
帯
が
形
成

さ
れ
て
九
州
北
部
を
中
心
に
猛
烈
な
雨
が
降
っ
た
。
佐
賀
県

や
福
岡
県
で
は
車
が
水
路
に
落
ち
る
な
ど
し
て
１
人
が
死

亡
、
２
人
が
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
。
気
象
庁
は

日
午

前
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
各
県
の
広
範
囲
に
大
雨
特
別
警
報

を
発
表
。
臨
時
記
者
会
見
で
土
砂
災
害
や
洪
水
へ
の
最
大
級

の
警
戒
と
命
を
守
る
た
め
の
最
善
の
行
動
を
呼
び
掛
け
た
。

３
県
で
計
約

万
７
千
世
帯
、
計
約

万
９
千
人
に
避
難
指

示
が
出
た
。
（
７
面
に
関
連
記
事
）

大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ
れ

る
の
は
７
月

日
、
台
風
５
号

の
影
響
で
九
州
北
部
が
大
雨
と

な
り
、
長
崎
県
に
発
表
さ
れ
て

以
来
。
大
雨
・
洪
水
警
戒
レ
ベ

ル
（
５
段
階
）
は
最
も
高
い
５

に
当
た
る
。

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
と
、

福
岡
の
八
女
消
防
本
部
、
佐
賀

の
佐
賀
広
域
消
防
局
や
杵
藤
地

区
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
に
１
１
９
番
が
多
数
寄
せ
ら

れ
た
。
佐
賀
県
で
は
土
砂
崩
れ

や
道
路
冠
水
な
ど
が
相
次
ぎ
、

山
口
祥
義
知
事
は
陸
上
自
衛
隊

に
災
害
派
遣
を
要
請
し
た
。
Ｊ

Ｒ
九
州
は

日
午
前
か
ら
３
県

を
中
心
に
特
急
と
在
来
線
の
一

部
で
運
休
な
ど
を
決
め
た
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、

日
未

明
か
ら
明
け
方
に
か
け
て
九
州

北
部
で
積
乱
雲
が
次
々
と
発
生

し
、
上
空
の
風
の
流
れ
で
帯
状

に
連
な
り
、
同
じ
地
域
に
雨
が

降
り
続
け
る
線
状
降
水
帯
が
形

成
さ
れ
た
。

佐
賀
市
で
は

日
未
明
、
１

時
間
に
１
１
０
・
０
㍉

佐
賀
県

白
石
町
で
１
０
９
・
５
㍉

長
崎

市
で

・
５
㍉
の
猛
烈
な
雨
を

観
測
。

日
正
午
ま
で
の

時

間
予
想
雨
量
は
い
ず
れ
も
多
い

地
域
で
九
州
北
部
２
０
０
㍉
、

北
陸

東
海
１
５
０
㍉

関
東
甲

信
１
２
０
㍉
、中
国
１
０
０
㍉
。
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